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令和 5（2023）年末におけるヒグマ個体数推定結果について 

 

 捕獲情報（性、齢別捕獲数）、捕獲試料の年齢査定の結果、分布や被害の増加等から総合的に判断した

個体数の動向、ヘア・トラップ調査で得られた生息密度を用いて個体群動態モデルを構築し、計算機実験

によって地域個体群毎の個体数を推定した。上限の設定がない確率変動モデルでは個体数の動向が上振

れして過大評価になりがちである。このことから推定結果の発散を抑制するために、各地域個体群の分布

域の高密度生息地でヘア・トラップ調査を実施し、得られた生息密度を分布域の森林面積に外挿して推定

個体数の上限とした。 

 北海道ヒグマ管理計画（第 2 期）（北海道 2022）で総捕獲数管理を実施する、渡島半島、積丹・恵庭、

天塩・増毛、道東・宗谷西部、道東・宗谷東部、日高・夕張の 6 地域単位で個体数を推定した。地域によ

ってヒグマの生息密度が異なることが森林作業による広域痕跡調査によって判明した（北海道環境科学

研究センター 2000）ことから、それぞれの地域で適切な上限値を用いて計算する必要がある。北海道

を 12 の地域に区分した生息密度水準は、渡島半島と日高山系の 2 地域で特に高く、宗谷丘陵、北見山地、

大雪山系、知床半島、夕張山地の 6 地域で中庸、積丹・恵庭、増毛山地、天塩山地、根釧台地の 4 地域で

低かった（北海道環境科学研究センター 2000）。このため、渡島半島、日高・夕張地域を「高密度地域」

とし、平成 24（2012）年及び令和 5（2023）年に「高密度地域」にある渡島西部道有林で実施したヘア・

トラップ調査の結果による上限値を用いた。それ以外の「中低密度地域」地域については、「中密度地域」

にあるオホーツク西部道有林で令和 2（2020）年と令和 3（2021）年に実施したヘア・トラップ調査の結

果による上限値を用いた。なお、道東・宗谷東部地域は、令和元（2019）年及び令和 2（2020）年の独自

の個体数推定結果（環境再生保全機構 2022）のある知床半島の斜里、羅臼、標津 3 町地域（以下、知床

3 町地域と略記）とそれ以外の地域を別個に推定し、その合計を提示した。 

 

計算に用いたデータ 

平成 3（1991）～令和 5（2023）年末までの性別捕獲数と、平成 3（1991）～令和 4（2022）年末まで

の年齢査定結果を用いた。但し、令和 5（2023）年の性別捕獲数は令和 4（2024）年 5 月末までの報告数

を用いた。知床 3 町地域を除く地域では、ヘア・トラップ調査で得られた生息密度推定値の 95％上限値

を森林面積に掛けた値（表１ｂ）をヘア・トラップ調査実施年の各地域個体群の上限個体数として、1990

年から 2023 年までの個体数を推定した。 

ヘア・トラップ調査で得られたメス生息密度推定値は、渡島西部地域では 2012 年で 0.215（95％信頼

区間: 0.141–0.327）頭/km2（釣賀ほか 2014）、2023 年で 0.446（95％信頼区間: 0.316–0.631）頭/km2

（北海道立総合研究機構産業技術環境研究本部エネルギー・環境・地質研究所 2024）、オホーツク西部

地域（2020、2021 年）がそれぞれ 0.069（95％信頼区間: 0.038–0.125）頭/km2 及び 0.089（95％信頼区

間: 0.046–0.174）頭/km2 となった（北海道立総合研究機構産業技術環境研究本部エネルギー・環境・地

質研究所 2022）。 

知床 3 町地域では、2019、2020 年に高精度の個体数推定結果が得られているため、それぞれの年に得

られたメスの推定値の 95％信頼区間（表 1ａ）に計算機実験の推定結果が収まる試行を採用した。日高・

夕張地域は、「高密度地域」の日高山系地域と「中低密度地域」の夕張山地地域の異なる生息密度地域か

ら構成されるため、個別に推定した合計値を示した。 

この資料は検討会での議論を目的として、捕獲数の速報値を用いて個体数 
を試算したもので、2023 年末における最終的な推定結果ではありません。 
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計算機実験の条件 

・2012 年時点の個体数が 1990 年時点の個体数を上回らない。2012 年以降の増減は不明 

・計算開始年である 1990 年の個体数は、1 頭から 2012 年上限値（渡島半島、日高山系）、1 頭から 2021

年上限値（知床 3 町地域を除くそれ以外の地域）、1 頭から 2019 年時点の上限値（知床 3 町地域）間の

一様分布の乱数 

・2023 年末（2023 年の捕獲終了後）時点の個体数を推定する 

・上記条件に合う計算結果を 1,000 例求め、推定された個体数がガンマ分布に従うと仮定して 95%信用

区間（CI）を算出 

 

 

 

結果 

 全道の 2023 年時点の推定された個体数の中央値は 11,690（95%CI: 5,555–21,803）頭となった（表２）。

推定個体数の中央値は 1990 年以降増加したが、2023 年は 2022 年より低下した（図 1）。また、地域個

体群ごとの個体数動向は、全道の傾向と一致している地域個体群もあれば、一致していないものもあっ

た。 

1 渡島半島地域 

 2023 年時点の個体数の中央値は 2,464（95%CI: 1,117–4,588）頭となった（表 2）。個体数動向には

1990 年以降増加傾向がみられたが、2023 年の中央値は 2022 年より低下した（図２，Ａ）。 

 

表１ａ．地域別森林面積と計算機実験メス個体数

4b 道東・宗谷東部（知床3町） 高密度地域 1,378

表１ｂ．地域別森林面積と計算機実験メス上限個体数

2012 2020 2021 2023

1 渡島半島 高密度地域 5,531 1,809 － － 2,947

2 積丹・恵庭 中低密度地域 5,340 － 668 929 －

3 天塩・増毛 中低密度地域 5,882 － 735 1,023 －

4a 道東・宗谷西部 中低密度地域 17,159 － 2,145 2,986 －

4b 道東・宗谷東部（知床3町除く）中低密度地域 7,227 － 903 1,257 －

4b 道東・宗谷東部（知床3町） 高密度地域 1,378 * * * *

5a 日高山系 高密度地域 7,059 2,308 － － 3,762

5b 夕張山地 中低密度地域 3,386 － 423 589 －

*表１ａ参照

地域名 密度区分 森林面積(km2)
メス個体数（頭）

≧236かつ

≦330

≧205かつ

≦274

2019 2020

計算機実験メス上限個

体数（頭）地域名 森林面積(km2)密度区分
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2 積丹・恵庭地域 

 2023 年時点の個体数の中央値は 825（95%CI: 334–1,671）頭となった（表 2）。個体数動向には 1990

年以降増加傾向がみられたが、2023 年の中央値は 2022 年より低下した（図２，Ｂ）。 

3 天塩・増毛地域 

 2023 年時点の個体数の中央値は 915（95%CI: 370–1,856）頭となった（表 2）。個体数動向には 1990

年以降増加傾向がみられたが、2023 年の中央値は 2022 年より低下した（図２，Ｃ）。 

4a 道東・宗谷西部地域 

 2023 年時点の個体数の中央値は 2,330（95%CI: 1,346–3,817）頭となった（表 2）。個体数動向には 1990

年から 2010 年頃まで増加傾向がみられた後、横ばいとなり、2016 年以降は減少傾向がみられた（図２，

Ｄ）。 

4b 道東・宗谷東部地域（知床 3町＋除知床 3町） 

 2023 年時点の個体数の中央値は 1,263（95%CI: 558–2,499）頭となった（表 2）。地域全体の個体数動

向には 1990 年から 2010 年頃まで増加傾向がみられた後、増加が鈍化し、2020 年以降は減少傾向がみら

れた（図２，Ｅ）。高密度地域である知床３町地域と中・低密度地域であるそれ以外の地域の結果を分け

て見ると、知床３町を除く地域では 2020 年以降は横ばいとなったが、知床 3 町地域における 2023 年の

中央値は 2022 年の下限値を下回るほど低下した（図３、A、B）。 

5 日高・夕張地域 

 2023 年時点の個体数の中央値は 3,893（95%CI: 1,770–7,372）頭となった（表 2）。地域全体の個体数

動向には、1990 年以降一貫した増加傾向がみられた（図２、F）。 

 

表２．地域別2023年末時点における推定個体数一覧．

メス オス 合計

95%LL**
推定個体数

（中央値）
95%UL** 95%LL**

推定個体数

（中央値）
95%UL** 95%LL**

推定個体数

（中央値）
95%UL**

1 渡島半島 931 1,654 2,680 246 810 1,908 1,177 2,464 4,588

2 積丹・恵庭 217 473 881 117 352 790 334 825 1,671

3 天塩・増毛 243 527 977 127 388 879 370 915 1,856

4a 道東・宗谷西部 1,126 1,705 2,456 220 625 1,361 1,346 2,330 3,817

4b 道東・宗谷東部 392 772 1,372 166 491 1,127 558 1,263 2,499

5 日高・夕張 1,206 2,333 4,025 564 1,560 3,347 1,770 3,893 7,372

全道合計 4,115 7,464 12,391 1,440 4,226 9,412 5,555 11,690 21,803

**LLは信頼下限値、ULは同上限値を示し、ガンマ分布に近似して信頼幅を算出

地域名
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図１．1990～2023 年の全道のヒグマ個体数動向推定結果と 1991～2023 年の性別捕獲数推移．破線は個体数

95％信用区間を示す． 

 

考察 

 全道における推定個体数は、1990 年時点から 2023 年末まで中央値で約 2.3 倍に増加しており、各地

域個体群における中央値は 400 頭を上回っている（表 2）ことから、各地域とも絶滅が危惧される水準に

はないと考えられる。また、2023 年に全道の総捕獲数が 1990 年以降最も多い 1,651 頭に達したことで、

前年から個体数が減少した可能性が高い。2023 年の捕獲数が平年よりも顕著に多かった地域個体群では

その傾向がより強く、2023 年の捕獲数が平年と大きく変わらなかった地域個体群ではその傾向が弱かっ

た。 
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図２．1990～2023 年北海道地域個体群別ヒグマ個体数動向の推定結果と 1991～2023 年の性別捕獲数推移．破線は個体数 95％信用区間を示す． 
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図３．道東・宗谷地域を高密度地域の知床３町と中・低密度のそれ以外の地域、及び、日高・夕張地域を高密度地域の

日高山系地域と中・低密度地域の夕張山地地域に分けた 1990～2023 年のヒグマ個体数動向の推定結果と 1991～

2023 年の性別捕獲数推移．破線は個体数 95％信用区間を示す． 
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５ａ．日高山系地域
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５ｂ．夕張山地地域
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４b．道東・宗谷東部地域（知床３町） 

５a．日高山系地域 ５b．夕張山地地域 

４b．道東・宗谷東部地域（除知床３町） 


